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主な施工事例

禅坊清寧（2022年竣工）：竣工後、2～３年経過したGywood®の経年変化が評価された
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厳選された「天然の油分」。
樹脂分（油分）を豊富に含み、もともと腐朽やシロアリに強い「飫肥杉
の赤身材」のみを贅沢に使用しています。
厳しい自然環境でも長く使える、天然素材としての高い基本性能を誇
ります

①

②

針葉樹を広葉樹の強さに変える、独自の圧密技術。
軟らかいスギの表層をギュッと圧密することで、表面密度をオーク（ナラ）
と同等まで引き上げました。
「軽くて断熱性が高い」というスギの長所はそのままに、キズに強く、反り
や狂いが極めて少ない「驚異の形状安定性」を実現しています。

③
過酷な屋外環境でも安心な「最強のガード」。
高度な防腐・防蟻処理（AZN）を施すことで、木材の弱点である腐
れとシロアリを徹底的に防ぎます。
ObiREDとGywoodの特性にAZNを加えることで、屋外デッキや外装材
として長期間の美しさと強度を維持します

①硬さと密度の比較（表面硬さ）

⑤表面硬度：表面はナラ同等の硬さ、内部はスギの軽さ

③快適性：夏でも快適な表面温度！

②エコ：国産スギ人工林材を100%活用

④質感：天然木ならではの滑らかな肌触り

⑥施工・安定性：高い加工性と、反り・狂いを抑える寸法安定性

⑦耐久性：赤身材×AZNによる最強の防腐・防蟻性能

①安全性：ささくれにくく、衝撃を吸収

② 快適性の比較（表面温度・熱伝導率）

人工木が67.0℃まで上昇する中、
ObiRED+Gywoodは54.1℃を
マーク。人工木より約13℃も温度上
昇を抑え、真夏の刺すような熱さを
和らげます。

2025年7月8日 天気：晴れ 設置時 30.8℃（09時） 最高気温 34.1℃（13時） 測定時 32.5℃（14時）

③寸法安定性の比較（反り・収縮） ④安全性の比較（衝撃吸収性）

一般的な無圧密材に比べ、膨張率・収縮率ともに大幅
に低減。独自の乾燥工程と圧密層が外気をガードし、
施工後の狂いを最小限に抑えます。

Gywoodの平均密度はミズナラより低いのにもかかわらず、表面の硬さはミズナラと同程度であることが
わかります。軽いのに表面が硬く、傷がつきにくいメリットがあります。

傷つきにくさと衝撃吸収性を両立。
保育施設や老健施設に適した人にやさしい
ウッドデッキです。
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